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市民カレンダー 
公共事業発注状況 
みんなの健康・健康カレンダー 
砺波総合病院から 
美術館から 
となみの福祉 
四季彩館から 
図書館から 
イベント情報 

確定申告の季節です 
●民生委員・児童委員ってどんな人？ 主任児童委員は何をしているの？ 

●議会報告 

●イベントレポート 

●ホットな話題 

●みんなでフェアを盛り上げよう！ 

くらしの情報 

い
ろ
ん
な
競
技
が
待
っ
て
い
る
！ 

 

家
族
み
ん
な
で
冬
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
！ 

とき●2月11日(祝) 午前10時～ 
場所●となみ夢の平スキー場 

とき●2月12日(土)～13日(日)  午前10時～午後4時 
場所●庄川水記念公園  おまつり広場 

砺波市教育大会 

とき●2月5日(土) 午後1時30分～ 
場所●砺波市文化会館大ホール 

とき●2月20日(日) 午前10時～ 
場所●出町小学校ランチルーム 

・日本のそば打ち　・中国のギョーザ作り 
・ブラジルのチーズパンづくりに挑戦しよう！ 

スノーフェスティバル 

とき●2月12日(土)午後6時30分～ 
場所●砺波ロイヤルホテル 

もちつき大会もあるよ 



　
確
定
申
告
が
必
要
な
方
は
、
次
の
皆
さ
ん

で
す
。 

◆
事
業
所
得
（
商
工
業
、
農
業
、
自
由
業
な

ど
）
や
不
動
産
所
得
が
あ
る
方
で
、
所
得
金

額
の
合
計
額
が
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え

る
方
（
白
色
申
告
の
方
は
収
支
内
訳
書
を
添

付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
） 

◆ 

土
地
や
建
物
な
ど
の
財
産
を
売
却
し
た
方 

（
譲
渡
所
得
に
つ
い
て
は
、
各
種
の
特
例
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
税
務
署
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。
） 

◆ 

給
与
収
入
が
２
千
万
円
を
超
え
る
方
、
給

与
を
２
か
所
以
上
か
ら
も
ら
っ
て
い
る
方 

◆
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金
額

が
20
万
円
を
超
え
る
方 

　
ま
た
、
次
に
掲
げ
る
方
は
、
確
定
申
告
を

す
れ
ば
給
与
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い
た
税

金
が
還
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

＊
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
方 

＊
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
方 

＊
国
や
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄
付
な
ど

　
の
、
特
定
の
寄
付
を
し
た
方 

＊
住
宅
の
新
築
、
増
築
ま
た
は
購
入
の
た
め

　
に
金
融
機
関
か
ら
借
入
れ
を
し
た
方 

＊
年
末
調
整
の
際
に
、
各
種
控
除
の
適
用
漏

　
れ
の
あ
っ
た

　
方 

　
な
お
、
還
付

申
告
を
す
る
時

は
、
全
て
の
所

得
に
つ
い
て
申

告
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
還
付
申
告

は
、
２
月
16
日

以
前
で
も
砺
波

税
務
署
で
受
付

を
し
て
い
ま
す
。 

　
申
告
の
際
に
は
、
次
の
も
の
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。 

＊ 

所
得
の
計
算
に
必
要
な
帳
簿
、
書
類
（
請

　
求
書
や
領
収
書
な
ど
） 

＊
源
泉
徴
収
票 

＊
生
命
保
険
料
や
損
害
保
険
料
の
支
払
証
明

　
書 

＊
医
療
費
な
ど
の
領
収
書 

＊
認
印 

　
ま
た
「
お
知
ら
せ
」

の
封
筒
が
届
い
た
方

は
、
同
封
の
書
類
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

（
「
お
知
ら
せ
」
は

市
役
所
か
ら
２
月
上

旬
に
、
直
接
自
宅
へ

郵
送
し
ま
す
。
） 
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平
成
16
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
は
、

20
％
（
最
高
額
25
万
円
）
の
特
別
減
税
が
行

わ
れ
ま
す
。 

　
給
与
所
得
に
つ
い
て
は
特
別
減
税
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
退
職
所
得
に
つ
い
て
は
行

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
確
定
申
告
を
し
て

適
用
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。 

　
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
際
に
は
、
領

収
書
等
の
提
示
が
必
要
で
す
。 

 
 

申
告
の
際
に
は
、
領
収
書
、
ま
た
は
１
月

に
市
役
所
か
ら
お
送
り
し
た｢

国
民
健
康
保

険
税
納
付
済
額
通
知
書｣

（
は
が
き
）
や
、

社
会
保
険
庁
か
ら
毎
月
送
ら
れ
て
く
る｢

国

民
年
金
保
険
料
領
収
済
通
知
書｣

（
三
つ
折

は
が
き
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。 

●税務相談 
　とき　2月23日（水）　 
　午前10時～午後4時 
　場所　砺波商工会議所 

　16年分の所得税の確定申告の相談および申告

書の受付は2月16日（水）から3月15日（火）

までです。（還付申告書を提出される方は１月か

ら税務署で受け付けています。）「確定申告の手

引き」を参考に、自分で記入して提出する「自書

申告」にぜひチャレンジしてください。 

　また、金沢国税局のホームページ 

（URL  http://www.kanazawa.nta.go.jp/）

にアクセスすれば、ご自宅のカラープリンターで

確定申告書が作成できるコーナーも用意されてい

ますので、ぜひご利用ください。 

申告書は 
自分で 
書いて 
お早めに!

季節です 
確定申告の 
 季節です 

～市・県民税の申告をお忘れなく！～ 

税理士無料相談のお知らせ 税理士無料相談のお知らせ 

●電話相談 
　とき　2月23日（水） 
　午後1時～4時 
　電話　076-425-8480 
 
 

申告相談の日程(出張会場) 確定申告の 
 季節です 
確定申告の 
 

税務課　  33-1111 内線111～113 
砺波税務署　  33-1073

問合せ 

問合せ　北陸税理士会富山県連　  076-422-4034

問合せ  生活環境課    内線１４３ 

申
告
の
必
要
な
方
は
？ 

申
告
に
必
要
な
も
の
は
？ 

社
会
保
険
料
控
除
に
つ
い
て 

退
職
所
得
の
あ
る
方
へ 

市民交通傷害保険加入のお知らせ 市民交通傷害保険加入のお知らせ 
平成17年度市民交通傷害保険の加入受付を行います。 

＊70歳以上の方は1口のみで240円になります。 

1口当り年額480円（1人2口まで） 

保 険 期 間  

支払保険金 

加 入 受 付  

保 険 料  

平成17年4月1日 

～18年3月31日 

5千円～100万円 

各申告相談会場 

お
知
ら
せ
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今
年
は
２
月
16
日(

水)

か
ら
申
告
相
談
を

行
い
ま
す
。 

　
今
年
は
２
月
16
日(

水)

か
ら
３
月
15
日(

火)

ま
で
、
砺
波
市
役
所
北
別
館
１
階
会
議
室
と

砺
波
税
務
署
に
お
い
て
申
告
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
出
張
会
場
と
し
て
、
２
月
18
日

(

金)

か
ら
３
月
11
日(

金)

ま
で
は
、
砺
波
市

文
化
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
、
３
月
１
日(

火)

か
ら
４
日(

金)

の
間
は
、
庄
川
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ル
、
２
月
21
日(

月)

、
22
日(

火)

は
、
般
若
農
業
構
造
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
申
告
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。
（
表
１
参

照
）
な
お
、
例
年
、
申
告
期
限
の
３
月
15
日

間
近
に
な
り
ま
す
と
相
談
者
が
増
え
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
の
で
、
混
雑
緩
和
の
た
め
、
早

め
の
申
告
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。 

　
旧
砺
波
地
区
10
ａ
当
た
り
の
総
収
入
額
を

1
0
2
、
4
6
0
円
と
し
、
そ
れ
か
ら
肥
料

代
、
農
薬
代
な
ど
の
必
要
経
費
5
7
、

6
7
3
円
を
差
し
引
い
た
平
均
所
得
で
す
。 

　
同
様
に
旧
庄
川
地
区
で
は
、
10
ａ
当
た
り

の
総
収
入
額
を
9
7
、
9
4
8
円
と
し
、
そ

れ
か
ら
肥
料
代
、
農
薬
代
な
ど
の
必
要
経
費

5
5
、
1
3
3
円
を
差
し
引
い
た
平
均
所
得

で
す
。 

　
農
家
個
々
の
所
得
は
、
そ
の
平
均
所
得
に

水
稲
耕
作
面
積
を
掛
け
、
そ
こ
か
ら
土
地
改

良
費
等
の
割
賦
金
や
、
大
農
機
等
の
減
価
償

却
費
を
差
し
引
い
た
額
と
な
り
ま
す
。
（
表

２
参
照
） 

　
昨
年
ま
で
の
旧
砺
波
市
で
は
、
受
託
・
委

託
の
賃
借
料
は
、
玄
米
数
量
で
契
約
さ
れ
て

い
る
も
の
に
つ
い
て
、
米
穀
の
政
府
買
入
価

格
に
よ
っ
て
算
出
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
平
成
16
年
産
か
ら
こ
の
買
入
価
格
が

示
さ
れ
な
く
な
っ
た
た
め
、
今
年
は
農
業
委

員
会
が
定
め
る
農
地
の
区
分
ご
と
の
標
準
小

作
料
に
よ
っ
て
賃
借
料
を
算
出
し
て
い
ま
す
。 

 
 

た
だ
し
、
も
と
も
と
金
額
を
定
め
て
契
約

さ
れ
て
い
る
方
、
あ
る
い
は
、
利
用
権
設
定

に
係
る
賃
借
料
の
変
更
届
を
提
出
さ
れ
て
い

る
方
は
、
そ
の
契
約
の
金
額
に
よ
っ
て
算
出

し
て
い
ま
す
。 

季節です 
確定申告の 
 季節です 

　指定の日に都合の悪い方は、対象地区にかかわらず、
都合のよい日にお越しください。 
　また、市役所北別館１階会議室は会場がせまく混
雑しますので、できるだけ出張会場をご利用いただ
くようお願いします。 

申告相談の日程(出張会場)申告相談の日程(出張会場)
受付時間　午前９時～午後４時 

＊平成16年分標準額は100円未満切捨＊4級地の般若…茶ノ木を除く全地区 
＊5級地の栴檀野…坪野・市谷を除く全地区 
 ※詳しいことは、お問い合わせください。 

確定申告の 
 

相
談
日
は
い
つ
で
す
か
？ 

農
業(

水
稲)

所
得
の
平
均
は 

農
業(

水
稲)

所
得
に
お
い
て
の 

受
託
・
委
託
の
賃
借
料
に
つ
い
て 

2月18日(金) 
 

2月21日(月) 
 

2月22日(火) 
 

2月23日(水) 

 

2月24日(木) 

 
2月25日(金) 

2月28日(月) 

 
3月　1日(火) 

3月　2日(水) 

3月　3日(木) 

 

3月　4日(金) 
 

3月　7日(月) 

3月　9日(水) 

3月10日(水) 

3月11日(金)

（表１） 

若　林 

高　波 

般　若 

栴檀山 

東般若 

栴檀野 

柳　瀬 

太　田 

庄　下 

中　野 

林 

油　田 

南般若 

東山見 

青　島 

雄　神 

東山見 

青　島 

種　田 

出　町 

五鹿屋 

鷹　栖 

東野尻 

文化会館 
多目的ホール 

般若農業構造改善 
センター 

文化会館 
多目的ホール 

庄川ふれあい 
センターホール 

文化会館 
多目的ホール 

と　き 地区名 場　所 

平成16年分砺波市級地別水稲所得標準 （表２） 

１ 

２ 

３ 

４ 

５ 

６ 

１ 

２ 

３ 

４ 

 

 

 

560kg 

555kg 

546kg 

526kg 

495kg 

418kg 

531kg 

516kg 

496kg 

320kg

出町・東野尻・鷹栖・若林・林・高波 

庄下・中野・五鹿屋・油田 

南般若・柳瀬・太田・東般若 

＊般若 

＊栴檀野 

茶の木・坪野・市谷・栴檀山 

青島・示野・種田 

金屋・青島・示野・庄・三谷 

金屋・庄・三谷 

前山・小牧・湯山・横住・落シ・隠尾・名ヶ原 

 

級地 地　区　名 収　量 

47,300円/10a 

46,400円/10a 

44,900円/10a 

41,500円/10a 

36,300円/10a 

23,400円/10a 

43,600円/10a 

42,400円/10a 

40,700円/10a 

26,200円/10a

平成16年分標準額 



　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
お
年
寄
り
や

障
害
を
も
つ
方
、
子
育
て
や
母
子
家
庭
な
ど

日
常
生
活
の
悩
み
ご
と
や
困
り
ご
と
に
つ
い

て
相
談
を
受
け
た
り
、
支
援
を
し
た
り
す
る

「
地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
」
で
す
。 

　
市
内
で
は
、
12
月
１
日
か
ら
新
し
い
民
生

委
員
・
児
童
委
員
１
０
２
名
が
活
動
し
て
お

ら
れ
、
こ
の
中
に
は
児
童
福
祉
の
相
談
を
専

門
に
扱
っ
て
い
る
主
任
児
童
委
員
の
方
が
12

名
お
ら
れ
ま
す
。 

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
社
会
福
祉
の

精
神
に
徹
し
、
基
本
的
人
権
を
尊
重
し
な
が

ら
地
域
福
祉
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
、

担
当
地
域
に
悩
み
ご
と
や
心
配
ご
と
を
抱
え

て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
そ
の
人
が
お
か
れ
て

い
る
状
況
の
理
解
に
努
め
、
誠
意
を
持
っ
て

相
談
や
助
言
を
行
い
、
本
人
や
家
族
が
自
立

で
き
る
よ
う
援
助
し
ま
す
。 

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
次
の
よ
う
な

７
つ
の
は
た
ら
き
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。 

①
社
会
調
査
の
は
た
ら
き
…
担
当
地
域
内
の

住
民
の
実
態
や
福
祉
需
要
を
日
常
的
に
把
握

し
ま
す
。 

②
相
談
の
は
た
ら
き
…
地
域
住
民
が
か
か
え

る
問
題
つ
い
て
、
相
手
の
立
場
に
立
ち
、
親

身
に
な
っ
て
相
談
に
の
り
ま
す
。 

③
情
報
提
供
の
は
た
ら
き
…
社
会
福
祉
の
制

度
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
や
情

報
を
住
民
に
的
確
に
提
供
し
ま
す
。 

④
連
絡
通
報
の
は
た
ら
き
…
住
民
が
、
個
々

の
福
祉
需
要
に
応
じ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
得

ら
れ
る
よ
う
関
係
行
政
機
関
、
施
設
、
団
体

等
に
連
絡
し
、
必
要
な
対
応
を
促
す
パ
イ
プ

の
役
割
を
つ
と
め
ま
す
。 

⑤
調
整
の
は
た
ら
き
…
住
民
の
福
祉
需
要
に

対
応
し
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
図
ら

れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。 

⑥
生
活
支
援
の
は
た
ら
き
…
住
民
の
求
め
る

生
活
支
援
活
動
を
自
ら
行
い
、
支
援
体
制
を

つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。 

⑦
意
見
具
申
の
は
た
ら
き
…
活
動
を
通
じ
て

得
た
問
題
点
や
改
善
策
に
つ
い
て
と
り
ま
と

め
、
必
要
に
応
じ
て
民
生
児
童
委
員
協
議
会

を
と
お
し
て
関
係
機
関
な
ど
に
意
見
を
提
起

し
ま
す
。 
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地
域
の
身
近
な 

　
　
　 
相
談
相
手
で
す
・
・
・ 

安
心
し
て
相
談
で
き
る 

　 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
・
・
・ 

住
民
と
行
政
と
を 

つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
で
す
・
・
・ 

民
生
委
員
・ 

児
童
委
員
と
は
？ 

12月1日付けで、次の方々が委嘱されました。任期は3年です。 

民
生
委
員

民
生
委
員･

児
童
委
員

児
童
委
員 

 

っ
て
ど
ん
な
人
？ 

主
任
児
童
委
員 

民
生
委
員･

児
童
委
員 

 

出町地区 （敬称略） 

氏　名 住　所 担　当　地　区 

芳　里　信　之 
 
山　本　壽　美 
 
水　木　健　作 
 
古　島　良　吉 
林　　　惠美子 
舘　　　榮　子 
高　道　　　勇 
 
嶋　田　武　之 
 
鍋　澤　五　月 
川　幡　一　枝 
吉　田　繁　弘 
老　松　義　勝 
島　倉　千　春 
飛　田　祥　子 

一番町2-40 
 
春日町2-41  
 
本 町 1 - 6  
 
三 島 町 8 - 2  
新富町2-11 
広上町1-10 
広上町1-26 
 
太郎丸3 3 5  
 
幸 町 3 - 1 0  
神島518 - 1  
深 江 6 6 1  
中 神 7 5 6  
深江1322 -
2 1  
若草町5-20

桜木町、一番町、 
花園町 
春日町、杉木町、 
緑ヶ丘 
東町、木舟町、
新町、川原町  
南町、三島町  
新富町、若草町 
旭町、西町、中町 
末広町、上町、 
広上町 
堀田島、太郎丸中央、 
豊町 
山王町、太郎丸鍋島 
神島 
深 江 、大 辻  
中神、鷹栖出  
主任児童委員 
主任児童委員 

東部地区 （敬称略） 

氏　名 住　所 担　当　地　区 

中　島　紘　一 
米　林　　　孝 
 
冨　田　昌　子 
埜　村　フミエ 
荒　川　和　子 
浅　谷　百合子 
窪　田　郁　子 
仙　道　　　彰 
近　久　良　市 
亀　永　昭　代 
松　岡　蔦　子 
元　秋　　　建 
今　田　淑　子 
吉　田　邦　子 
 
堺　井　文　夫 
廣　橋　　　豊 
 
近　藤　晃　弘 
 
湯　原　邦　夫 
伊　藤　照　美 
津　田　恭　子 

大 門 1 7 0  
矢 木 5 1 0  
 
宮 村 2 8 1  
高 道 1 5 5  
栄町616-2  
十 年 明 1 1  
木 下 1 5  
三 郎 丸 8 - 1  
千代799-44 
石 丸 1 6 2  
石 丸 4 4  
秋 元 4 1 5  
大 窪 1 3 3  
東石丸355  
 
柳 瀬 1 1 6  
柳 瀬 6 8 5  
 
東 開 発 9 7  
 
柳瀬1061-5 
三郎丸308  
秋 元 5

大門 
矢木、市営矢木住宅、 
市営東矢木住宅 
宮村 
高道坪内、市営高道住宅 
堀 内 、中 村  
十年明 
宮 丸 、木 下  
三郎丸 
千代、新千代  
石丸（１班～６班） 
石丸（７班～１０班） 
秋元北部、秋元南部 
千 保 、大 窪  
東石丸南部、東石丸北部、 
にれの木台 
久遠寺、柳瀬東町、松の木 
柳瀬中町、柳瀬新町、 
柳瀬西町 
上開発、下開発、 
下中条 
柳瀬千柳、花みず木台 
主任児童委員 
主任児童委員 

南部地区 （敬称略） 

氏　名 住　所 担　当　地　区 

藤　井　佳　乃 
　　原　清　秀 
 
埴　山　法　山 
 
的　池　洋　子 
里　子　　　勇 
 
柏　樹　道　也
永　井　　　進 
 
齊　藤　慧美子 
 
川　邉　佳　子 
 
五十嵐喜世子  
 
石　倉　美知子 
 
堺　　　義　晴 
横　山　淺　子 
天　野　久美子 

上中野221  
中野11 4 5  
 
新 明 1 3 4  
 
五郎丸163  
鹿 島 1 6  
 
荒高屋653  
苗 加 1 1 0  
 
苗加1 1 0 0  
 
野村島482  
 
太 田 6 4 6  
 
太田1 7 9 9  
 
太田1 2 0 4  
中野12 0 7  
五郎丸481

1区、2区、3区 
4区、5区、6区、 
7区の東 
7区の西、8区、 
9 区 、1 0 区  
1区、2区、3区 
4 区 、5 区 、 
となみ野五番街 
6区、7区、8区 
表之島、浦之島、九本杉、 
道之上、苗加東町 
道之下、八幡島、原道島、 
藤田島、苗加みなみ台  
宮島、東島、中之島、 
西島上、西島下 
1区、2区、3区、 
4区、太田西区 
5区、6区、7区、 
9区、10区 
祖泉、久泉、8区、11区 
主任児童委員 
主任児童委員 
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地
域
の
子
育
て
の 

　
　
　
　
　 

味
方
で
す
・
・
・ 

児
童
福
祉
関
係
機
関
と
の 

　
　
　 

パ
イ
プ
役
で
す
・
・
・ 

主
任
児
童
委
員 

　
　
　
　
と
は
？ 

　
主
任
児
童
委
員
は
、
次
の
よ
う
な
は
た
ら

き
を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。 

①
情
報
収
集
の
は
た
ら
き
…
市
役
所
、
福
祉

事
務
所
、
児
童
相
談
所
、
保
育
所
、
幼
稚
園
、

学
校
等
と
の
連
携
を
図
り
、
児
童
や
児
童
を

取
り
巻
く
環
境
に
つ
い
て
の
情
報
収
集
を
し

ま
す
。 

②
啓
発
の
は
た
ら
き
…
地
域
ぐ
る
み
で
子
育

て
を
行
う
た
め
の
啓
発
活
動
、
子
育
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
へ
の
協
力
を
し
ま
す
。 

③
児
童
健
全
育
成
の
は
た
ら
き
…
子
育
て
に

関
す
る
不
安
や
悩
み
に
つ
い
て
の
相
談
な
ど

地
域
に
お
け
る
児
童
健
全
育
成
活
動
、
母
子

保
健
活
動
の
推
進
を
し
ま
す
。 

④
意
見
具
申
の
は
た
ら
き
…
児
童
の
権
利
侵

害
、
不
良
環
境
に
関
し
て
の
行
政
機
関
等
に

対
す
る
意
見
具
申
を
行
い
ま
す
。 

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員

は
、
法
律
で
個
人
の
秘
密
を
守
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
相
談
内
容
な
ど
が
他

に
漏
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
安
心
し

て
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

　
近
年
、
子
ど
も
と
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
に
伴
い
「
健
や
か
に
子
ど
も
を
生
み

育
て
る
環
境
づ
く
り
」
が
社
会
全
体
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
主
任
児
童
委
員
は
、
担
当
地
域
を
も
た
ず
、

地
域
全
体
の
子
育
て
等
で
支
援
が
必
要
な
家

庭
に
対
し
、
児
童
福
祉
関
係
機
関
と
の
連
絡
・

調
整
を
図
る
と
共
に
、
地
域
を
担
当
す
る
民

生
児
童
委
員
と
一
体
と
な
り
支
援
・
協
力
に

携
わ
っ
て
い
ま
す
。
　 

新しい民生委員・児童委員の皆さんです。 

北部地区 （敬称略） 

氏　名 住　所 担　当　地　区 

林　　　良　紀 
 
原　田　一　秋 
 
清　澤　幸　枝 
 
宮　本　彰　子 
 
佐　野　藤　夫 
 
中　山　禮　子 
 
林　　　京　子 
田　村　静　男 
 
　　橋　　　悟 
 
飛　田　義　和 
高　野　明　子 
加　藤　　　廣 
仁　木　善　隆 
白　江　好　子 
西　嶋　かな子 
瘧　師　きよみ 
佐　伯　美枝子 

鷹 栖 7 4 7  
 
鷹 栖 9 0 1  
 
鷹栖20 6 7  
 
鷹栖13 0 2  
 
西 中 4 1 7  
 
狐 島 5 3 2  
 
杉木1733-1 
小 杉 6 6  
 
東 中 1 7 1  
 
林438 -20  
林 8 2 3  
新栄町730 -
1 2  
高 波 7 2 8  
高波15 0 3  
高波13 2 8  
鷹栖12 6 0  

2区、3区、17区（市営 
東鷹栖住宅）、鷹栖東町 
1区、4区、5区、 
6区、7区 
8区、9区、10区、 
11区、12区 
13区、14区、15区、 
16区、新鷹台
町 
西中南部、西中中部、 
西中農家、西中川東 
狐島（第1、第2、第3）、 
下中 
杉木（第1、第2、第3、第4） 
小杉御中島、小杉砂田島、 
小杉西島 
杉木（第1、第2、第
3 、 ） 
杉木台団地、小島（第1、第
2 ） 
林、林住宅、深田団地、水宮 
日詰、紺屋島、新屋敷 
新栄町、市営新栄町住宅 
北 高木、坪北  
南高木、西宮森、東宮森 

庄東地区 （敬称略） 

氏　名 住　所 担　当　地　区 

辻　　　武　子 
 
小　森　兼　重 
 
根　田　登史江 
今　川　敏　雄 
福　澤　久美子 
初　山　ミツイ 
高　島　靜　子 
高　谷　久　一 
 
土　田　恭　子 
青　山　修次郎 
水　口　英　紀 
中　村　金　也 
原　野　　　茂 
倉　田　　　章 
島　　　秀　雄 
 
名取川　き　み 
山　崎　節　子 

安 川 6 2  
 
頼 成 5 3 0  
 
徳 万 6 2 8  
三合10 2 2  
福山10 3 4  
宮森413-1 
東 保 9 8 8  
東 保 2 4 8  
 
増 山 6 2 0  
市谷294-2 
芹 谷 9 6 - 3  
頼 成 新 9  
井栗谷2254 
井栗谷4293 
東別所新41 
 
福山252-1 
東 保 1 2 8

安川（野武士、宮村、正守、 
桧田、湯根、二目、山下） 
頼成（坂東、西川原、北明、 
正覚、川原、善導、公文明） 
徳万１、徳万中、徳万２ 
野 上（１、２） 
福山（１、２、３）、茶ノ木 
権正寺、宮森上村、宮森下村 
東保高池、東保防村、八十歩 
東保田中、東保大坪、 
東保石坂 
増 山 、宮 新  
市谷、坪野、正権寺 
上和田、池原、芹谷 
宮森新、頼成新、福岡 
五谷、川伏、原孫、谷寺 
栃上、峰小、中尾、井栗谷 
東別所上村、東別所中村、 
東別所下村、塩浅 
主任児童委員 
主任児童委員 

庄川地区 （敬称略） 

氏　名 住　所 担　当　地　区 

吉　田　眞利子 
大　伴　愼　一 
雄　川　法　子 
齊　藤　市　郎 
奥　田　鶴　子 
上　野　正　二 
斉　藤　俊　弘 
　　川　　　豊 
脊　戸　　　滿 
藤　元　郁　子 
島　田　俔　子 
藤　永　壽　美 
村　井　和　次 
谷　口　弘　子 
上　野　春　男 
寳　田　元　利 
原　　忠　克  
伊　東　律　子 
東　　　恭　子 
飯　田　小枝子 

庄 川 町 金 屋
967庄川町金屋
2242-1庄川町金屋
2 0 9 8  
庄 川 町 金 屋
607庄川町示野
1 0 - 2  
庄 川 町 小牧 3 3 4  
庄川町金屋4186-
19庄川町青島15 
庄川町青島2168 
庄 川 町 青島 9 2 0  
庄 川 町 青島 2 3 2  
庄 川 町 示野 1 7 7  
庄 川 町 庄 3 2 8 2  
庄 川 町 庄 3 0 4 5  
庄川町三谷2450 
庄 川 町 天正 2 3 5  
庄 川 町 五ケ 2 1 8  
庄川町古上野301 
庄川町金屋1697 
庄 川 町 筏 5

1、2、3区 
4、6区 
5、7区 
8、9区 
10、11区 
12、14、15区 
19区 
20、21区 
22区 
23、24区 
25、38区 
26、27区 
28区 
30区 
31区 
33区 
34、36区 
35区 
主任児童委員 
主任児童委員 

民
生
委
員･

児
童
委
員 

 

主
任
児
童
委
員

主
任
児
童
委
員 
主
任
児
童
委
員 

は
何
を
し
て 

い
る
の
？ 

問
合
せ
　
社
会
福
祉
課
　
　
33 

1
1
1
1
内
線
1
2
5

各地区ごとの打ち合わせ 
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山
岸
議
員
　
ま
ち
づ
く
り
計
画
推

進
に
あ
た
っ
て
の
基
本
方
針
を
伺

い
た
い
。 

山
岸
議
員
　
政
治
姿
勢
と
か
じ
取

り
役
と
し
て
の
決
意
を
伺
い
た
い
。 

安
念
市
長
　
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て

「
公
正
、
公
平
」
「
清
潔
」
「
市

民
参
画
」
を
政
治
姿
勢
の
中
心
に

す
え
た
市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
き

た
が
、
合
併
後
の
一
体
感
の
醸
成

と
市
民
と
協
働
の
市
政
を
目
指
す

た
め
、
「
愛
と
融
和
」
の
精
神
を

加
え
、
「
顔
の
見
え
る
行
政
」
、

「
市
民
と
行
政
が
お
互
い
に
一
致

す
る
こ
と
」
が
大
切
で
あ
る
と
確

信
し
て
い
る
。 

　
今
日
、
国
際
化
、
情
報
化
、
少

子
高
齢
化
の
進
行
な
ど
地
方
を
取

り
巻
く
状
況
は
一
段
と
厳
し
く
な

り
、
地
方
自
治
も
こ
の
こ
と
を
十

分
重
視
し
て
い
く
こ
と
が
、
地
方

分
権
を
与
え
ら
れ
た
市
町
村
の
責

務
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。 

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
積
極

的
に
と
ら
え
る
と
い
う
意
味
で
、

市
民
参
画
を
訴
え
て
お
り
、
お
互

い
に
顔
の
見
え
る
と
こ
ろ
で
議
論

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。 

代
　
表
　
質
　
問 

12
月
14
日
・
15
日
の
両
日
、
代
表
質
問
は
山
岸
銀
七
議
員
よ
り
、
一
般
質

問
は
、
飯
田
修
平
、
井
上
五
三
男
、
稲
垣
　
修
、
福
島
洋
一
、
瘧
師
富
士
夫
、

嶋
村
信
之
、
廣
橋
次
弥
、
寺
井
武
彦
、
松
田
吉
孝
、
前
田
喜
代
志
、 

境
　
欣
吾
、
藤
永
　
皋
の
各
議
員
の
順
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
そ
の
質
疑
・
答
弁
の
中
か
ら
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

安
念
市
長
　
新
市
ま
ち
づ
く
り
計

画
は
今
後
10
年
に
わ
た
る
新
砺
波

市
の
ま
ち
づ
く
り
基
本
方
針
を
示

し
て
お
り
、
ま
ず
は
新
市
の
速
や

か
な
一
体
感
の
醸
成
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。 

　
合
併
協
議
会
で
「
花
香
り
、
水

清
く
、
風
さ
わ
や
か
な
ま
ち
　
砺

波
」
を
基
本
理
念
と
し
、
将
来
像

と
し
て
「
庄
川
と
散
居
に
広
が
る

健
康
フ
ラ
ワ
ー
都
市
」
を
実
現
す

る
と
い
う
基
本
方
針
が
示
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
方
針
に
も
と
づ
い
て
、

計
画
の
推
進
に
当
た
っ
て
い
き
た

い
。 

①
健
康
福
祉
の
充
実 

　
総
合
病
院
、
健
康
セ
ン
タ
ー
を

核
と
し
た
医
療
保
健
体
制
を
充
実

し
、
地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
を

推
進
す
る
。 

７日　本会議 

　　　開会、会期の決定 

　　　市長提案理由説明 

　　　議案説明 

　　　追加議案提案・採決 

14日　本会議 

　　　代表質問、一般質問 

15日　本会議 

　　　一般質問、質疑 

　　　議案・請願の委員会付託 

16日　産業建設常任委員会 

17日　民生文教常任委員会 

20日　総務病院常任委員会 

22日　本会議 

　　　委員長報告、質疑、討論、 

　　　議案・請願の採決 

　　　選挙管理委員会委員等の 

　　　選挙・人事案件の追加議案 

　　　提案・採決 

　　　閉会 

新
市
の
行
政
運
営
は 

ま
ち
づ
く
り
計
画
は 

12月定例会は12月7日から12月22日にかけ、16日間の会期で行われました。 
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「
愛
と
融
和
」
の
姿
勢
実
現
は 

地
区
体
育
振
興
会
の 

　
　
　
　   

設
立
状
況
は 

子
供
歌
舞
伎 

　
　
曳
山
会
館
の
建
設
は 

新
市
総
合
計
画
は 

新
年
度
の
予
算
編
成
は 

新
年
度
の
主
要
事
業
は 

堀
田
教
育
長
　
現
在
21
地
区
の
う

ち
11
地
区
に
お
い
て
地
区
体
育
振

興
会
が
設
立
さ
れ
て
い
る
。 

　
設
立
さ
れ
て
い
な
い
10
地
区
に

つ
い
て
は
今
後
、
自
治
振
興
会
長

会
議
、
公
民
館
長
会
議
、
専
任
主

事
会
議
、
あ
る
い
は
ス
ポ
ー
ツ
有

識
者
を
通
じ
て
依
頼
し
、
設
立
の

趣
旨
を
説
明
し
な
が
ら
目
標
に
近

づ
け
て
い
き
た
い
。 

　
旧
砺
波
市
の
地
区
に
つ
い
て
は

平
成
17
年
度
を
目
標
に
全
地
区
で

立
ち
上
げ
た
い
と
考
え
て
お
り
、

旧
庄
川
の
４
地
区
に
つ
い
て
は
、

公
民
館
の
体
育
部
会
と
の
組
織
作

り
を
進
め
て
お
り
、
様
子
を
見
な

が
ら
体
育
振
興
会
設
立
へ
と
働
き

か
け
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。 

飯
田
議
員
　
職
員
の
地
域
参
画
と

あ
い
さ
つ
を
通
し
て
市
民
と
の
連

帯
意
識
を
強
め
る
こ
と
が
、
市
民

と
行
政
の
協
力
関
係
の
礎
と
な
る

の
で
は
な
い
か
。 

※
三
位
一
体
改
革 

①
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
・

縮
減
等
、
②
地
方
交
付
税
の
改
革
、

③
国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
、

の
３
つ
の
改
革
を
進
め
る
こ
と

で
す
。
こ
れ
ら
は
相
互
に
関
係
し
、

同
時
一
体
と
し
て
進
め
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
三
位
一
体
の
改
革

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

※
扶
助
費 

生
活
保
護
費
、
医
療
費
、
老
人

保
護
措
置
費
、
保
育
所
の
給
食

材
料
費
な
ど
で
、
支
出
す
る
こ

と
が
制
度
的
に
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
る
経
費
の
こ
と
で
す
。 

山
岸
議
員
　
新
年
度
予
算
の
中
で
、

ど
の
よ
う
な
事
業
・
課
題
が
重
要

な
位
置
づ
け
と
さ
れ
具
体
化
さ
れ

る
の
か
伺
い
た
い
。 

②
教
育
環
境
の
充
実 

　
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
教

育
環
境
の
充
実
と
生
涯
学
習
や
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
、
文
化
活
動

や
伝
統
的
文
化
の
継
承
に
つ
い
て

支
援
に
努
め
る
。 

③
都
市
基
盤
整
備 

　
機
能
的
な
都
市
基
盤
の
整
備
を

行
う
と
と
も
に
、
庄
川
の
清
流
と

散
居
景
観
を
生
か
し
た
、
暮
ら
し

や
す
く
、
環
境
に
や
さ
し
い
循
環

型
社
会
の
推
進
を
図
る
。 

　
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
が
で
き

る
よ
う
な
行
政
を
進
め
る
。 

④
産
業
の
振
興 

　
農
業
経
営
基
盤
の
安
定
に
向
け

た
対
応
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
や
柚
子

な
ど
の
特
産
物
の
振
興
支
援
、
庄

川
温
泉
郷
な
ど
の
地
域
観
光
資
源

の
有
効
活
用
に
よ
り
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
を
図
る
。 

⑤
住
民
と
行
政
の
協
働 

　
住
民
参
画
を
進
め
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
き
た
い
。 

山
岸
議
員
　
新
市
総
合
計
画
の
策

定
手
法
に
つ
い
て
伺
い
た
い 

安
念
市
長
　
「
新
市
ま
ち
づ
く
り

計
画
」
を
基
本
と
し
、
時
代
の
要

請
を
く
み
取
り
な
が
ら
、
市
民
参

画
、
市
民
と
の
協
働
の
も
と
に
計

画
を
策
定
し
て
い
き
た
い
。 

　
す
で
に
つ
な
ぎ
と
な
る
平
成

17
、
18
年
度
実
施
計
画
を
調
整
し

て
お
り
、
こ
の
後
、
庁
内
で
の
策

定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
基
礎
資

料
の
収
集
と
合
わ
せ
て
準
備
を
行

っ
て
い
る
。
総
合
計
画
審
議
会
の

設
置
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

市
民
の
方
々
の
ご
意
見
を
い
た
だ

く
場
と
し
て
「
（
仮
称
）
ま
ち
づ

く
り
研
究
会
」
設
け
、
職
員
と
市

民
の
皆
様
が
協
働
し
て
計
画
を
作

っ
て
い
た
だ
き
、
議
会
で
審
議
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
れ
に
よ
り

実
の
あ
る
計
画
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。 

山
岸
議
員
　
平
成
17
年
度
の
予
算

編
成
方
針
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

安
念
市
長
　
歳
入
の
基
本
と
な
る

税
収
は
、
個
人
所
得
の
伸
び
が
期

待
で
き
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
他

の
税
目
で
は
堅
調
に
推
移
し
て
お

り
、
総
額
で
は
前
年
度
当
初
計
上

額
を
確
保
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
予

測
し
て
い
る
。 

　
し
か
し
、
現
段
階
で
は
※
三
位

一
体
改
革
に
つ
い
て
十
分
な
把
握

を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
で

あ
り
、
確
固
た
る
特
定
財
源
の
位

置
づ
け
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
堅

実
な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。 

　
合
併
は
最
大
の
行
政
改
革
で
あ

り
、
旧
市
町
に
お
い
て
行
っ
て
き

た
慣
行
的
な
諸
制
度
に
つ
い
て
十

分
な
見
直
し
を
行
い
、
効
率
化
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。 

　
歳
出
に
お
い
て
は
、
高
齢
化
に

対
応
し
て
※
扶
助
費
へ
の
増
額
は

避
け
ら
れ
な
い
が
、
総
枠
と
し
て

３
％
削
減
す
る
よ
う
予
算
要
求
基

準
を
定
め
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

井
上
議
員
　
地
区
体
育
振
興
会
設

立
に
つ
い
て
今
後
の
市
当
局
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

安
念
市
長
　
職
員
に
は
従
来
よ
り
、

市
民
が
主
役
の
行
政
で
あ
る
と
い

う
認
識
を
も
っ
て
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
よ
く
話
を
す
る
よ
う
、
地
区

の
行
事
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
は
率
先
し
て
参
加
す
る
よ
う
指

示
し
て
い
る
。 

　
こ
れ
ま
で
の
慣
行
は
い
ろ
い
ろ

あ
る
が
、
自
ら
改
革
し
て
い
く
、

そ
の
ベ
ー
ス
が
「
愛
と
融
和
」
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
い
い
役
所

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
た
い
。 

稲
垣
議
員
　
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
核
と
し
て
、
子
供
歌
舞
伎
曳
山

の
展
示
を
メ
イ
ン
と
す
る
曳
山
会

館
建
設
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。 

安
念
市
長
　
「
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る

福
祉
都
市
」
を
目
指
し
て
、
大
型

の
継
続
事
業
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

　
庄
川
地
区
の
市
民
プ
ラ
ザ
整
備

促
進
、
高
齢
化
対
策
と
し
て
北
部

地
区
の
福
祉
施
設
建
設
、
教
育
関

係
と
し
て
は
東
部
小
学
校
の
増
改

築
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。 

　
高
齢
化
対
策
と
し
て
は
扶
助
費

等
の
確
保
や
、
少
子
化
に
対
す
る

子
育
て
支
援
政
策
の
経
費
の
増
大

に
つ
い
て
も
考
慮
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

　
旧
市
町
が
機
能
的
に
一
体
化
す

る
た
め
の
バ
ス
路
線
、
道
路
改
良

に
も
意
を
配
し
て
い
き
た
い
。 

　
ま
た
、
ご
み
の
新
た
な
分
別
収

集
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。 

一
　
般
　
質
　
問 
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水
害
対
策
は 

農
業
の
振
興
は 

消
防
団
活
動
に
つ
い
て 

地
域
で
カ
イ
ニ
ョ（
屋
敷
林
） 

　
　
　
　
　  

の
推
進
を 

商
工
農
林
部
長
　
カ
イ
ニ
ョ
を
診

断
す
る
ド
ク
タ
ー
役
と
し
て
、
旧

砺
波
市
で
は
緑
の
相
談
員
の
方
に

お
願
い
し
て
お
り
、
新
市
に
お
い

て
も
引
き
続
き
お
願
い
を
す
る
予

定
で
あ
る
。 

　
ま
た
、
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る

（
仮
称
）散
居
村
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

中
で
屋
敷
林
の
維
持
保
全
を
担
う

樹
医
の
人
材
の
発
掘
、
登
録
、
育

成
、
組
織
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ

る
と
考
え
て
い
る
。 

堀
田
教
育
長
　
今
回
倒
れ
た
原
木

は
太
く
て
硬
い
た
め
、
細
工
が
難

し
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
各
家

庭
の
樹
林
を
伐
採
す
る
に
は
、
持

ち
主
の
許
可
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、

屋
敷
内
か
ら
の
搬
出
が
難
し
い
こ

と
、
経
費
も
必
要
と
な
る
こ
と
か

ら
困
難
と
思
わ
れ
る
。 

　
し
か
し
、
す
ば
ら
し
い
巨
木
も

あ
り
、
と
な
み
野
の
生
い
立
ち
を

理
解
す
る
意
味
で
、
そ
の
根
株
を

加
工
し
て
子
供
た
ち
に
見
せ
て
教

材
と
す
る
工
夫
も
必
要
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。 

嶋
村
議
員
　
散
居
村
の
景
観
保
全

の
た
め
に
地
域
で
カ
イ
ニ
ョ
の
推

進
を
し
て
は
ど
う
か
。 

安
念
市
長
　
出
町
市
街
地
東
部
区

画
整
理
事
業
に
お
け
る
保
留
地
の

処
分
問
題
が
あ
り
、
ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
と
な
る
よ
う
な
施
設
と
し

て
ま
た
、
文
化
財
保
護
の
観
点
か

ら
、
子
供
歌
舞
伎
曳
山
会
館
の
用

地
に
充
て
て
は
ど
う
か
と
い
う
こ

と
で
ご
提
案
し
た
。 

　
十
分
議
論
し
て
い
た
だ
き
、
地

元
で
の
具
体
的
な
建
設
計
画
が
あ

れ
ば
こ
れ
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。 

福
島
議
員
　
個
人
農
業
か
ら
、
集

落
営
農
、
法
人
組
織
へ
と
変
わ
り

つ
つ
あ
る
砺
波
の
農
業
は
い
ず
れ

も
厳
し
い
環
境
下
に
あ
り
、
行
政

の
適
切
な
指
導
、
援
助
を
お
願
い

し
た
い
。 

商
工
農
林
部
長
　
田
植
え
時
期
の

繰
り
下
げ
に
つ
い
て
は
、
近
年
の

高
温
傾
向
に
対
応
し
た
抜
本
的
な

品
質
向
上
対
策
と
し
て
、
関
係
機

関
と
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
売
れ
る
米
作
り
を
進
め
る

上
で
高
品
質
で
お
い
し
い
米
で
あ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
農
家
の

み
な
さ
ん
が
ま
ず
で
き
る
こ
と
か

ら
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
も
の
で

あ
る
。 

　
市
と
し
て
も
、
会
社
勤
め
の
農

業
者
の
皆
さ
ん
が
休
暇
が
と
り
や

す
く
な
る
よ
う
、
商
工
会
議
所
や

工
場
協
会
に
対
し
て
、
ご
理
解
い

た
だ
け
る
よ
う
要
請
を
行
っ
て
い

き
た
と
考
え
て
お
り
、
お
い
し
い

と
な
み
野
米
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
に

ご
協
力
い
た
だ
き
た
い
。 

瘧
師
議
員
　
緊
急
の
場
合
、
市
の

職
員
が
消
防
団
を
補
助
す
る
体
制

を
整
え
て
は
ど
う
か
。 

安
念
市
長
　
従
来
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
検
討
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、

消
防
活
動
中
は
一
般
職
員
が
い
る

と
そ
の
活
動
が
返
っ
て
マ
イ
ナ
ス

に
な
る
と
い
う
意
見
も
あ
る
。 

　
受
付
や
連
絡
に
は
職
員
が
従
来

か
ら
携
わ
っ
て
い
る
が
、
消
防
活

動
と
な
る
と
、
身
分
上
の
問
題
、

保
険
、
補
償
の
点
で
も
難
し
い
と

考
え
て
い
る
。 

　
団
員
の
報
酬
等
に
つ
い
て
は
、

報
酬
審
議
会
を
開
い
て
、
他
の
市

町
村
と
遜
色
の
な
い
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
。 

　
年
末
の
特
別
警
戒
や
、
毎
月
２

回
の
巡
回
で
は
防
犯
面
で
も
ご
協

力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
感
謝
申

し
上
げ
た
い
。 

嶋
村
議
員
　
樹
医
の
育
成
に
取
り

組
ん
で
は
ど
う
か
。 

廣
橋
議
員
　
庄
川
の
霞
堤
の
機
能

を
確
保
す
る
た
め
、
橋
脚
の
設
置
、 

土
手
の
補
強
を
行
え
ば
ど
う
か
。 

藤
森
助
役
　
今
回
の
台
風
23
号
に

よ
る
被
災
箇
所
に
つ
い
て
は
11
月

18
日
に
国
土
交
通
省
よ
り
災
害
現

場
査
定
が
行
わ
れ
、
市
と
し
て
も

早
期
復
旧
の
要
望
を
行
い
、
現
在
、

国
段
階
で
の
復
旧
工
法
や
予
算
確

保
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。 

　
堤
防
の
開
口
部
に
つ
い
て
は
、

庄
川
中
学
校
等
周
辺
施
設
も
あ
る

こ
と
か
ら
ど
の
よ
う
に
こ
れ
ら
の

施
設
を
守
る
か
と
い
う
課
題
も
あ

り
、
国
と
相
談
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。 

　
ま
た
、
ふ
れ
あ
い
花
街
道
に
つ 

い
て
は
、
導
水
路
管
が
地
下
を
通 

※
地
域
協
定 

散
居
で
の
暮
ら
し
に
誇
り
を
持

ち
、
散
居
景
観
を
次
の
世
代
へ

伝
え
て
い
く
た
め
の
「
散
居
景

観
を
活
か
し
た
地
域
づ
く
り
協

定
」
が
結
ば
れ
た
地
区
に
対
し

て
、
屋
敷
林
の
枝
打
ち
の
費
用
、

屋
敷
林
の
育
成
、
研
修
会
な
ど

の
活
動
に
対
す
る
助
成
な
ど
、

地
域
ぐ
る
み
で
の
活
動
に
対
し

支
援
を
行
う
も
の
。 

嶋
村
議
員
　
倒
木
を
学
校
、
講
座

で
教
材
と
し
て
利
用
で
き
な
い
か

伺
い
た
い
。 

安
念
市
長
　
県
が
提
唱
し
て
い
る

※
地
域
協
定
を
し
て
い
た
だ
い
て
、

皆
さ
ん
で
そ
の
地
域
を
守
ろ
う
と

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
行
政

と
し
て
は
、
こ
の
す
ば
ら
し
い
カ

イ
ニ
ョ
を
十
分
理
解
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
横
の
連
携
が
と
れ
る
よ

う
サ
ポ
ー
ト
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。 

　
環
境
に
配
慮
し
、
生
態
系
と
自

然
と
の
共
生
に
つ
い
て
皆
さ
ん
で

意
識
を
高
め
て
そ
の
必
要
性
を
理

解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
市
民
運
動
の
一
環
と
し
て

広
め
て
い
た
だ
き
た
い
。 

子供歌舞伎 

倒木 
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ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の 

派
遣
サ
ー
ビ
ス
は 

除
雪
体
制
は 

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ 

　
　  

フ
ェ
ア
の
充
実
を 

農
作
物
被
害
の
助
成
金
は 

郵
政
民
営
化
に
異
議
を 

建
設
水
道
部
長
　
除
雪
体
制
に
つ

い
て
は
、
市
役
所
本
庁
に
除
雪
対

策
本
部
を
設
置
し
、
現
場
対
応
に

つ
い
て
は
、
砺
波
地
区
は
建
設
水

道
部
に
よ
る
砺
波
実
施
部
に
お
い

て
、
庄
川
地
区
に
つ
い
て
は
庄
川

支
所
に
よ
る
庄
川
実
施
部
で
そ
れ

ぞ
れ
行
う
も
の
で
あ
る
。
作
業
は

従
来
の
方
法
に
よ
り
適
切
な
除
排

雪
作
業
を
実
施
し
た
い
。 

　
消
雪
施
設
に
つ
い
て
は
、
老
朽

化
施
設
に
つ
い
て
計
画
的
に
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
工
事
を
行
う
と
と
も
に
、

不
都
合
な
箇
所
に
つ
い
て
は
緊
急

性
な
ど
を
考
慮
し
た
上
で
、
随
時
、

補
修
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。 

　
明
け
方
の
降
雪
に
対
し
て
は
、

情
報
の
的
確
な
把
握
と
、
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
、
速
や
か

に
除
雪
命
令
を
出
す
こ
と
と
し
て
、

各
地
区
や
業
者
と
打
ち
合
わ
せ
を

行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
迅
速
で

効
果
的
な
除
雪
を
行
え
る
よ
う
万

全
の
体
制
で
臨
み
た
い
。 

境
　
議
員
　
利
用
料
免
除
の
制
度

を
市
独
自
の
努
力
で
維
持
し
て
い

た
だ
き
た
い
。 

前
田
議
員
　
郵
便
局
の
サ
ー
ビ
ス

は
暮
ら
し
の
安
全
、
安
心
を
支
え

て
お
り
、
郵
政
公
社
の
ま
ま
で
よ

い
の
で
は
な
い
か
。 

寺
井
議
員
　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
公
園

を
さ
ら
に
充
実
し
、
年
間
を
通
じ

て
親
子
が
ふ
れ
あ
え
る
場
と
し
て

は
ど
う
か
。 

安
念
市
長
　
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ

ア
は
、
地
場
産
業
の
育
成
、
地
域

の
活
性
化
、
緑
化
の
推
進
を
基
本

と
し
て
、
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
実
施
し
て
い
る
。
商
工
会
議
所

の
青
年
部
や
歌
舞
伎
曳
山
の
子
ど

も
た
ち
も
出
演
し
て
い
た
だ
き
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
を

中
心
と
し
て
盛
り
上
が
る
よ
う
期

待
し
て
い
る
。 

　
５
月
の
連
休
に
は
、
庄
川
水
記

念
公
園
で
庄
川
木
工
ま
つ
り
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
で
き
れ
ば
バ
ス
を

往
復
さ
せ
て
、
両
会
場
を
統
一
し

た
形
で
盛
り
上
げ
た
い
。 

　
ま
た
、
大
都
市
の
旅
行
業
者
へ

の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
庄
川
の
観
光
協

会
や
水
記
念
公
園
管
理
運
営
協
議

会
と
と
も
に
働
き
か
け
て
い
き
た

い
。 

　
フ
ェ
ア
期
間
中
は
小
中
学
生
の

写
生
大
会
や
球
根
の
植
え
込
み
、

ま
た
親
子
ふ
れ
あ
い
の
夢
花
壇
な

ど
企
画
し
て
お
り
、
楽
し
く
、
喜

ん
で
も
ら
え
る
公
園
づ
く
り
に
し

て
い
き
た
い
。 

松
田
議
員
　
台
風
で
被
害
を
受
け

た
大
豆
等
に
対
す
る
助
成
金
を
上

乗
せ
で
き
な
い
か
伺
い
た
い
。 

安
念
市
長
　
災
害
が
発
生
し
た
原

因
を
よ
く
見
る
と
、
地
力
に
も
問

題
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
地
力
が

あ
り
根
が
し
っ
か
り
張
っ
て
い
る

場
合
は
、
災
害
が
あ
っ
て
も
被
害

が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
特
に
大
豆
の
場
合
は
連
作

が
続
い
て
お
り
、
地
力
増
進
に
つ

い
て
の
体
制
を
つ
く
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
こ
れ
に
対
す
る
補
助
の
強

化
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

る
。 

　
ま
た
、
大
豆
の
場
合
、
来
年
の

種
の
問
題
も
あ
り
、
災
害
対
策
の

一
環
と
し
て
盛
り
込
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
る
。 

　
農
業
共
済
に
つ
い
て
は
、
で
き

る
だ
け
速
や
か
に
共
済
金
を
お
支

払
い
を
す
る
た
め
専
決
処
分
を
行

い
、
富
山
県
農
業
共
済
組
合
連
合

会
の
理
事
会
で
決
定
い
た
だ
い
て

即
刻
お
支
払
い
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。 

　
緊
急
対
策
等
に
つ
い
て
は
、
県
、

市
、
農
協
が
三
者
一
体
と
な
っ
て

行
い
、
連
携
を
十
分
と
り
な
が
ら

や
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
購
入

し
た
農
機
具
等
の
代
金
支
払
い
に

つ
い
て
も
、
低
利
で
融
資
す
る
な

ど
、
市
と
し
て
も
協
力
し
て
い
き

た
い
。 

藤
永
議
員
　
積
雪
時
に
お
け
る
消

雪
、
機
械
除
雪
の
対
応
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。 

安
念
市
長
　
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
は

直
接
家
庭
を
訪
問
し
、
高
齢
者
の

在
宅
介
護
の
実
態
を
つ
ぶ
さ
に
把

握
し
て
お
り
、
大
き
な
役
割
を
担

っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。 

　
手
間
の
か
か
る
ケ
ー
ス
に
つ
い

て
は
、
民
間
業
者
は
採
算
上
あ
ま

り
や
っ
て
く
れ
な
い
の
で
、
市
で

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
採
算
が
ど
う
で
あ
ろ
う
と
、

引
き
続
き
直
営
で
対
処
し
て
い
き

た
い
。
利
用
料
の
減
免
措
置
継
続

に
つ
い
て
は
、
合
併
協
議
会
で
は

今
の
制
度
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぐ

こ
と
と
し
て
お
り
、
現
行
ど
お
り

進
め
て
い
き
た
い
。
な
お
制
度
が

変
わ
っ
て
国
の
補
助
金
が
な
く
な

っ
て
も
そ
う
大
き
い
負
担
に
は
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。 

安
念
市
長
　
砺
波
市
に
は
簡
易
郵

便
局
を
含
め
て
13
の
郵
便
局
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
高
齢
者
に
と
っ
て

は
大
切
な
金
融
機
関
で
あ
る
。 

　
郵
便
局
へ
行
く
こ
と
に
よ
っ
て

お
れ
お
れ
詐
欺
の
話
を
し
て
い
た

だ
い
た
り
、
中
越
地
震
で
は
郵
便

局
の
存
在
が
被
災
者
に
と
っ
て
最

も
評
価
さ
れ
た
と
い
う
報
道
も
あ

り
、
そ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
あ

え
て
民
営
化
す
る
こ
と
が
本
当
に

正
し
い
の
か
ど
う
か
疑
問
に
思
う
。 

　
ま
た
、
高
齢
者
の
貴
重
な
お
金

で
あ
る
郵
便
局
の
貯
金
や
保
険
が

起
債
の
原
資
と
な
っ
て
お
り
、
行

政
も
そ
れ
を
活
用
し
て
施
設
づ
く

り
を
行
っ
て
き
た
わ
け
で
、
民
営

化
さ
れ
る
と
一
体
ど
う
な
る
の
か

定
か
で
は
な
い
。
郵
政
民
営
化
に

反
対
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

っ
て
お
り
、
容
易
に
改
築
で
き
る 

状
況
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。 

　
今
後
は
、
被
災
箇
所
の
早
期
復

旧
と
、
最
大
流
量
に
耐
え
う
る
本

堤
防
の
補
強
、
改
築
に
つ
い
て
国

に
要
望
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。 

 

チューリップフェア 
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当
該
事
業
に
つ
い
て
は
合
併
特

例
債
の
充
当
を
予
定
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
県
と
協
議
を
し
て
き
た

と
の
こ
と
で
あ
る
。 

　
そ
の
結
果
、
施
設
の
規
模
に
つ

い
て
は
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
プ
ー
ル

で
あ
る
と
い
う
機
能
面
、
あ
る
い

は
施
設
全
体
の
面
積
と
の
兼
ね
合

い
等
を
勘
案
し
て
計
画
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
再
度
、
県
と
も
協

議
・
調
整
を
行
い
、
施
設
の
規
模

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と

の
こ
と
で
あ
る
。 

　
庄
東
地
区
で
、
検
診
等
が
近
く

で
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
ど

う
か
問
う
。 

　
庄
川
地
区
で
は
、
集
団
検
診
を

行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
庄
東
地

区
で
も
、
平
成
17
年
度
よ
り
こ
の

方
法
を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。 

　
「
砺
波
市
ま
ち
づ
く
り
基
金
」

の
具
体
的
な
活
用
方
策
に
つ
い
て

問
う
。 

「
広
域
的
か
つ
一
体
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
図
る
た
め
に
必
要
な
事
業
」

を
実
施
す
る
た
め
、
新
市
建
設
計

画
に
計
上
し
て
い
る
年
次
計
画
に

基
づ
き
、
主
に
合
併
特
例
債
事
業

に
充
当
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。 

　
幼
稚
園
の
給
食
に
つ
い
て
、
９

つ
の
幼
稚
園
の
う
ち
北
部
幼
稚
園
、

太
田
幼
稚
園
の
２
園
に
お
い
て
は

単
独
方
式
で
あ
る
が
、
給
食
の
メ

ニ
ュ
ー
や
材
料
の
単
価
に
お
い
て

バ
ラ
つ
き
が
な
い
か
問
う
。 

　
去
る
10
日
20
日
の
台
風
23
号
の

風
害
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
被
っ

た
散
居
村
の
倒
木
屋
敷
林
に
対
す

る
散
居
景
観
保
存
活
動
特
別
補
助

金
に
関
す
る
配
分
方
法
や
、
補
助

対
象
地
区
、
さ
ら
に
は
市
単
独
の

補
助
制
度
に
つ
い
て
問
う
。 

　
教
育
費
の
う
ち
、
鷹
栖
小
学
校
、

砺
波
南
部
小
学
校
の
35
人
学
級
へ

の
移
行
に
伴
う
修
繕
の
内
容
、
ま

た
、
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
資
金
で

図
書
購
入
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、

そ
の
図
書
の
内
容
に
つ
い
て
問
う
。 

　
散
居
景
観
保
存
活
動
特
別
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
地
域
協
定
締
結

地
区
に
は
、
１
地
区
あ
た
り
下
限

20
万
円
か
ら
２
０
０
万
円
を
上
限

に
そ
の
２
分
の
１
を
補
助
し
、
未

締
結
地
区
に
は
１
地
区
あ
た
り
下

限
10
万
円
か
ら
１
０
０
万
円
を
上

限
に
そ
の
２
分
の
１
を
補
助
す
る

も
の
で
、
倒
木
処
理
、
木
の
株
撤

去
と
埋
め
戻
し
、
苗
木
の
植
樹
ま

で
の
費
用
を
対
象
と
し
て
お
り
、

こ
の
補
助
金
は
地
区
に
交
付
す
る

も
の
で
、
県
の
要
綱
で
は
そ
の
配

分
は
地
区
に
委
ね
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。 

　
12
月
22
日
に
は
、
す
で
に
協
定

を
締
結
し
て
い
る
50
地
区
を
は
じ

め
、
ま
だ
締
結
し
て
い
な
い
地
区

も
対
象
に
、
今
回
県
か
ら
示
さ
れ

た
特
別
補
助
金
の
要
綱
に
つ
い
て

説
明
会
を
開
催
し
て
、
早
急
に
協

定
の
締
結
を
進
め
て
い
た
だ
く
よ

う
に
し
て
行
く
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

　
ま
た
、
今
後
、
協
定
締
結
の
有

無
に
よ
り
生
じ
る
補
助
金
格
差
の

是
正
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
と
も

に
、
県
の
補
助
対
象
に
該
当
し
な

い
地
区
へ
は
、
希
望
を
と
っ
て
苗

木
の
配
布
を
市
単
独
事
業
と
し
て
、

で
き
る
だ
け
早
急
に
予
算
化
し
て

い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

　
委
員
会
と
し
て
も
、
早
急
に
周

知
、
対
応
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望

し
た
。 

　
鷹
栖
小
学
校
に
お
い
て
は
、
学

級
減
に
よ
り
郷
土
の
資
料
室
と
な

っ
て
い
た
教
室
を
再
度
、
教
室
と

し
て
復
元
す
る
も
の
、
ま
た
砺
波

南
部
小
学
校
に
お
い
て
は
、
教
育

セ
ン
タ
ー
と
し
て
利
用
し
て
い
る

所
を
教
室
に
す
る
も
の
で
あ
り
、

購
入
す
る
図
書
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
児
童
の
学
習
に
資
す
る
内
容

の
図
書
の
中
か
ら
各
校
に
リ
ス
ト

を
提
出
さ
せ
、
教
育
委
員
会
に
お

い
て
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
と
の
こ
と

で
あ
り
、
金
額
に
つ
い
て
は
各
校

同
額
の
配
分
を
予
定
し
て
い
る
。 

今
後
と
も
子
供
の
読
解
力
の
向
上

に
努
め
た
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

　
総
合
病
院
に
お
け
る
医
療
事
故

の
再
発
防
止
対
策
に
つ
い
て
問
う
。 

　
市
民
プ
ラ
ザ
建
設
計
画
に
お
け

る
「
庄
川
健
康
セ
ン
タ
ー
」
の
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
プ
ー
ル
の
規
模
を
も

う
少
し
大
き
く
で
き
な
い
か
ど
う

か
に
つ
い
て
問
う
。 

　
本
年
４
月
か
ら
、
医
療
安
全
部

に
、
広
報
部
・
教
育
研
修
部
・
巡

回
点
検
部
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
部
・
報

告
書
管
理
部
の
５
つ
の
作
業
部
会

を
設
置
し
、
安
全
ニ
ュ
ー
ス
の
発

行
、
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
、
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
、
医

療
事
故
の
再
発
防
止
に
取
り
組
ん

で
い
る
。 

　
本
年
度
の
予
防
接
種
に
つ
い
て
、

ど
の
程
度
の
人
数
を
見
込
ん
で
い

る
か
、
ま
た
、
接
種
率
に
つ
い
て

は
ど
の
位
か
問
う
。 

　
単
価
は
給
食
セ
ン
タ
ー
と
同
じ

で
あ
る
が
、
給
食
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
は
学
校
栄
養
士
、
北
部
及
び

太
田
の
２
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
保

育
所
の
栄
養
士
が
献
立
を
決
め
て

お
り
、
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
異

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

　
風
疹
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
は
、

６
５
０
人
か
ら
７
０
０
人
、
麻
疹

（
は
し
か
）
に
つ
い
て
は
、
６
０

０
人
か
ら
６
５
０
人
を
見
込
ん
で

お
り
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
つ
い
て
は
年
々
接
種
率
が
高
く

な
っ
て
お
り
、
70
％
を
超
え
る
の

で
は
な
い
か
と
予
測
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。
　
ま
た
、
予
防

接
種
に
は
、
集
団
接
種
と
個
別
接

種
が
あ
り
、
個
別
接
種
に
つ
い
て

は
初
診
料
と
診
断
料
等
が
必
要
で

あ
る
が
、
子
供
の
体
調
の
良
い
と

き
に
接
種
で
き
る
点
で
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

産
業
建
設
常
任
委
員
会 

民
生
文
教
常
任
委
員
会 

総
務
病
院
常
任
委
員
会 

１０ 
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件　　　名 

郵政民営化に関する請願書 

「食料・農業・農村基本計
画」見直しに関する請願書 

付託委員会 

総務病院 

産業建設 

審査結果 

採　　択 

継続審査 

請願、陳情の提出はお早めに 

　
【
予
　
算
】 

○
平
成
16
年
度
富
山
県
砺
波
市
一

　
般
会
計
予
算
　 

○
平
成
16
年
度
砺
波
市
国
民
健
康

　
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算 

○
平
成
16
年
度
砺
波
市
国
民
健
康

　
保
険
大
田
診
療
所
事
業
特
別
会

　
計
予
算 

○
平
成
16
年
度
砺
波
市
老
人
保
健

　
医
療
事
業
特
別
会
計
予
算 

○
平
成
16
年
度
砺
波
市
霊
苑
事
業

　
特
別
会
計
予
算 

○
平
成
16
年
度
砺
波
市
下
水
道
事

　
業
特
別
会
計
予
算 

○
平
成
16
年
度
砺
波
市
水
道
事
業

　
会
計
予
算 

○
平
成
16
年
度
砺
波
市
工
業
用
水

　
道
事
業
会
計
予
算 

○
平
成
16
年
度
砺
波
市
病
院
事
業

　
会
計
予
算 

　
　
　
〈
以
上
全
会
一
致
可
決
〉

　
【
条
　
例
】 

○
砺
波
市
ま
ち
づ
く
り
基
金
条
例 

　
の
制
定
に
つ
い
て 

○
砺
波
市
長
職
務
執
行
者
の
給
与

　
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
廃

　
止
に
つ
い
て 

　
　
　
〈
以
上
全
会
一
致
可
決
〉

　
【
人
　
事
】 

○
砺
波
市
助
役
の
選
任
に
つ
い
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
〈
同
　
意
〉

　
　
藤
森
　
栄
次
氏
　 

　
　
　
庄
川
町
青
島
３
４
６
８
番
地 

○
砺
波
市
収
入
役
の
選
任
に
つ
い

　
て
　
　
　
　
　
　
　
〈
同
　
意
〉

　
　
野
村
　
泰
則
氏 

　
　
　
　
野
村
島
２
７
２
番
地 

○
砺
波
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

　
い
て
　
　
　
　
　
　
〈
同
　
意
〉

　
　
宮
木
　
文
夫
氏 

　
　
　
　
東
別
所
新
３
０
０
番
地 

　
　
水
木
　
保
男
氏 

　
　
　
　
三
島
町
５
番
９
号 

○
砺
波
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任

　
命
に
つ
い
て
　
　
　
〈
同
　
意
〉 

　
　
堀
田
　
良
男
氏 

　
　
　
　
太
郎
丸
２
３
８
番
地 

　
　
田
上
　
　
弘
氏 

　
　
　
　
庄
川
町
金
屋 

　
　
　
　
　
　
１
１
６
１
番
地 

　
　
瀬
尾
　
並
木
氏 

　
　
　
　
宮
村
１
０
１
番
地 

　
　
山
森
　
一
雄
氏 

　
　
　
　
庄
川
町
三
谷 

　
　
　
　
　
　
２
１
８
５
番
地 

　
　
平
井
　
宗
壽
氏 

　
　
　
　
井
栗
谷
６
４
３
８
番
地 

○
砺
波
市
公
平
委
員
会
委
員
の
選

　
任
に
つ
い
て
　
　
　
〈
同
　
意
〉 

　
　
藪
　
　
邦
子
氏 

　
　
　
　
本
町
９
番
１
２
号 

　
　
桂
　
　
政
樹
氏 

　
　
　
　
宮
森
６
３
番
地 

　
　
吉
江
　
忠
了
氏 

　
　
　
　
庄
川
町
金
屋 

　
　
　
　
　
　
１
８
７
１
番
地 

○
砺
波
市
固
定
資
産
評
価
員
の
選

　
任
に
つ
い
て
　
　
　
〈
同
　
意
〉 

　
　
野
村
　
泰
則
氏 

　
　
　
　
野
村
島
２
７
２
番
地 

○
砺
波
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委

　
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
同
　
意
〉 

　
　
家
城
　
亞
告
氏 

　
　
　
　
柳
瀬
５
８
６
番
地 

　
　
紫
藤
　
健
一
氏 

　
　
　
　
狐
島
５
２
８
番
地 

　
　
横
田
　
雅
雄
氏 

　
　
　
　
庄
川
町
青
島 

　
　
　
　
　
３
６
５
７
番
地
１
３ 

　
【
選
　
挙
】 

○
砺
波
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　
の
選
挙 

　
　
南
　
　
正
次
氏 

　
　
　
　
秋
元
５
６
８
番
地 

　
　
尾
栢
　
其
文
氏 

　
　
　
　
高
波
７
７
５
番
地 

　
　
高
島
　
律
子
氏 

　
　
　
　
福
岡
１
７
７
番
地 

　
　
飯
田
　
陽
久
氏 

　
　
　
　
庄
川
町
筏
５
番
地 

○
砺
波
市
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　
補
充
員
の
選
挙 

　
　
安
藤
　
和
利
氏 

　
　
　
　
東
開
発
３
８
番
地 

　
　
中
島
　
弘
長
氏 

　
　
　
　
西
中
３
９
２
番
地 

　
　
池
田
　
永
證
氏 

　
　
　
　
井
栗
谷
５
８
４
８
番
地 

　
　
野
村
　
　
毅
氏 

　
　
　
　
庄
川
町
青
島 

　
　
　
　
　
　
　
　
４
３
８
番
地 

○
砺
波
地
方
衛
生
施
設
組
合
議
会

　
議
員 

　
　
安
念
　
鉄
夫
氏 

　
　
　
　
太
田
１
５
１
８
番
地 

 

　
　
松
本
　
恒
美
氏 

　
　
　
　
柳
瀬
３
７
番
地 

　
　
藤
井
　
　
稔
氏 

　
　
　
　
庄
川
町
古
上
野 

　
　
　
　
　
　
　
２
３
５
番
地 

　
　
寺
島
　
良
三
氏 

　
　
　
　
五
郎
丸
６
０
８
番
地 

○
砺
波
地
区
老
人
福
祉
施
設
組
合

　
議
会
議
員 

　
　
安
念
　
鉄
夫
氏 

　
　
　
　
太
田
１
５
１
８
番
地 

　
　
松
本
　
恒
美
氏 

　
　
　
　
柳
瀬
３
７
番
地 

　
　
藤
永
　
　
皋
氏 

　
　
　
　
庄
川
町
示
野
２
７
番
地 

　
　
高
田
　
隼
水
氏 

　
　
　
　
苗
加
１
１
１
１
番
地 

○
庄
川
右
岸
水
害
予
防
市
町
組
合

　
議
会
議
員 

　
　
山
岸
　
銀
七
氏 

　
　
　
　
市
谷
６
３
０
番
地 

　
　
山
森
　
文
夫
氏 

　
　
　
　
庄
川
町
三
谷 

　
　
　
　
　
２
１
２
５
番
地 

　
　
廣
橋
　
次
弥
氏 

　
　
　
　
庄
川
町
庄 

　
　
　
　
　
１
５
２
４
番
地 

　
　
折
橋
　
博
次
氏 

　
　
　
　
安
川
５
２
８
番
地 

　
　
村
岸
　
利
治
氏 

　
　
　
　
東
保
７
６
６
番
地 

　
　
林
　
　
茂
之
氏 

　
　
　
　
頼
成
６
６
５
番
地 

○
庄
川
左
岸
水
害
予
防
市
町
村
組

　
合
議
会
議
員 

　
　
安
念
　
鉄
夫
氏 

　
　
　
　
太
田
１
５
１
８
番
地 

　
　
藤
永
　
　
皋
氏 

　
　
　
　
庄
川
町
示
野
２
７
番
地 

　
　
藤
井
　
　
稔
氏 

　
　
　
　
庄
川
町
古
上
野 

　
　
　
　
　
　
２
３
５
番
地 

　
　
高
畑
　
吉
弘
氏 

　
　
　
　
秋
元
１
４
８
番
地 

　
　
葭
田
　
則
雄
氏 

　
　
　
　
下
中
条
５
７
番
地
　 

　
　
安
念
　
壽
郎
氏 

　
　
　
　
太
田
１
４
２
６
番
地 

　
　
清
原
　
昇
一
氏 

　
　
　
　
新
明
１
７
８
番
地 

12
月
定
例
会
提
出
案
件 

請　願　審　査　結　果 

１１ 



となみ １２ 2005.2　広報　 

～知事のタウンミーティング～ 

～平成17年砺波市成人式～ 
　１月９日、砺波市文化会館大ホールにおいて平成
17年砺波市成人式が開催されました。 
　今回は合併して初めての成人式です。新成人該当
者605名のうち、男性239人、女性242人の計
481人が参加。当日は雪が降る天候でしたが、ビシ
ッとしたスーツやあでやかな着物姿の新成人たちが、
久しぶりに恩師や同級生と再会しました。 
　新成人を代表して加藤和葉さん（苗加）に記念品が
贈られ、金田泰明さん（小杉）が新成人の主張を力強
く述べられ（14・15ページで紹介してます。）、滝谷
祐希さん（庄川町青島）が交通安全宣言を行いました。 
　式典後の集いの広場では、成人式実行委員会の皆
さんの企画による、各中学校こどの恩師の先生方へ
のインタビューや、ビデオレターの紹介などがあり
会場を盛り上げていました。 
 

　１月15日、砺波平安閣において、石井隆一
富山県知事のタウンミーティングが開催され、
約250人が参加されました。これは、県民の
みなさんのご意見を直接お聴きし、今後の県
政に活かす目的で、富山、高岡に次いでの開
催となりました。 
　石井知事が重点施策を説明したあと、参加
者の方からの意見などに対して、考えを述べ
られました。 

〜 〜 

12
21

1
20



広報　 となみ １３ 　 2005.2

～厄払い鯉の放流～ 

～砺波市児童クラブ書き初め大会～ 

～砺波市消防出初式～ 

　１月７日、庄川水記念公園内において、
厄払い鯉の放流が行われました。この奇祭
は、鯉に御神酒を飲ませて庄川に放流する
もので、庄川地方の約200年にわたる伝
統行事です。今年は、庄川金屋地区の厄年
にあたる男女53名が身の厄を託し、全員
が御神酒を飲ませた鯉に手を触れ、庄川に
放流しました。 
 

　１月３日、市内の各会場で、砺波市児童クラブ連合会主催の第40回砺波市児童クラブ書き初め
大会が行われました。参加した小学生の皆さんは、お手本を見ながら集中して、ひと筆ひと筆に心
と力を込めて書いていました。今年は市内の各児童クラブから、740点の出品があり、各学年ご
とに、金賞、銀賞、銅賞、佳作あわせて約20点ずつ表彰されました。出品された全作品は、１月
５日から10日までの期間、アピタ砺波店で展示されました。 

　１月８日、合併して初めての砺波市消防出初式が行われ、消防団員、消防署員、少年消防クラブ
の皆さんなど、約800人が参加しました。出町神明宮で防火安全祈願を行い、となみ駅前通りを、
消防車両27台とともに勇壮に分列行進しました。文化会館駐車場では、７色の一斉放水を行い、
火消しの気迫あふれる心意気を披露。また、出初式のあと砺波市文化会館において、無火災功労表
彰などの表彰式が行われました。市民の皆さんも改めて防火意識を高め、安心できるまちづくりを
進めていきます。 



となみ 　広報　 2005.2 １４ 

　 　 
 

金
田
　
泰
明（
小
杉
） 

　
成
人
を
む
か
え
て
そ
の
時
点
で
何
か
生
活

に
大
き
な
変
化
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
が
、

精
神
面
で
の
変
化
は
多
少
あ
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
る
。
今
ま
で
は
自
分
の
行
動
が
周
囲
の

人
や
自
分
自
身
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

る
の
か
あ
ま
り
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
い
わ

ゆ
る
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
い
い
と
い
う
自
己

中
心
的
な
考
え
方
を
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た

よ
う
に
思
う
。
し
か
し
成
人
に
な
っ
た
以
上

自
分
の
言
動
に
は
責
任
を
持
ち
、
周
囲
の
人

に
十
分
な
配
慮
の
で
き
る
人
間
に
な
る
よ
う

心
が
け
た
い
と
思
う
。
自
分
は
ま
だ
学
生
で
、

人
間
関
係
を
と
っ
て
み
て
も
限
ら
れ
た
範
囲

内
で
の
み
築
い
て
い
る
と
い
っ
た
印
象
が
強

い
。
し
か
し
同
じ
成
人
を
む
か
え
た
方
で
も
、

す
で
に
社
会
に
出
て
一
生
懸
命
働
い
て
い
る

方
も
多
い
と
思
う
。 

　
そ
の
よ
う
な
方
た
ち
に
し
て
み
れ
ば
「
社

会
の
厳
し
さ
」
と
い
っ
た
も
の
を
あ
る
程
度

体
験
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
い
ま
さ
ら
自
分

の
行
動
に
責
任
を
持
つ
と
い
う
自
分
の
意
見

は
当
た
り
前
の
よ
う
に
実
行
し
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
同
じ
成
人
を
む

か
え
る
に
し
て
も
、
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
が
す

で
に
違
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
う
。

し
か
し
目
標
と
す
る
ゴ
ー
ル
は
人
そ
れ
ぞ
れ

違
う
の
だ
か
ら
、
た
と
え
出
遅
れ
た
と
し
て

も
自
分
の
目
標
と
す
る
場
所
へ
到
達
す
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
自
分
に
と
っ
て
は
そ
れ
で
満

足
で
き
る
と
思
う
。 

　
自
分
の
目
標
は
正
直
な
と
こ
ろ
ま
だ
具
体

的
な
形
に
な
っ
て
い
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。

し
か
し
残
り
半
分
の
学
生
生
活
を
通
し
て
専

　 

　 　 新
成
人
の
主
張
を
語
っ
た 

　
　
　
　
　
金
田
泰
明
さ
ん（
小
杉
） 

　 
        

　 こ
れ
か
ら
の
抱
負
・
・
・
社
会
人
と
し
て
、
社
会
に

貢
献
で
き
る
人
間
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
も
っ
と
勉
強
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

ご
両
親
に
ひ
と
言
・
・
・
こ
れ
か
ら
も
迷
惑
か
け
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

E-mail koho@city.tonami.lg.jp

金田睦子さん（十年明） ねこ（ペンネーム）さん 

松本結衣さん（秋元） 

皆さんからステキなイラストが届いています 皆さんからステキなイラストが届いています 
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　 門
的
な
知
識
を
身
に
つ
け
、
そ
の
目
標
を
具

体
化
し
て
い
け
た
ら
い
い
と
思
う
。
そ
の
た

め
に
も
今
の
学
生
生
活
を
少
し
で
も
実
り
の

多
い
も
の
と
す
る
た
め
、
よ
り
い
っ
そ
う
努

力
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
う
。 

　
精
神
面
で
の
変
化
以
外
に
成
人
し
た
こ
と

を
機
に
触
れ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
は
ま
だ
あ
る
。
そ
れ
は
今
ま
で
自
分
を
温

か
く
見
守
っ
て
く
れ
た
両
親
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
だ
。
今
ま
で
高
校
・
大
学
と
自
分
自
身

の
進
路
は
な
る
べ
く
自
分
の
意
思
で
決
め
て

き
た
つ
も
り
だ
。
そ
の
都
度
両
親
へ
は
迷
惑

を
か
け
て
き
た
と
思
う
。
だ
か
ら
自
分
が
社

会
に
出
て
、
き
ち
ん
と
仕
事
な
ど
を
こ
な
し

て
い
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
可
能
な
限
り

の
恩
返
し
を
し
た
い
と
思
う
。
ま
た
親
し
く

し
て
き
た
友
人
た
ち
に
も
感
謝
し
た
い
。
困

っ
た
と
き
に
お
互
い
助
け
合
っ
た
り
、
時
に

は
羽
目
を
は
ず
し
て
遊
ん
だ
り
と
今
の
自
分

に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
こ
と
を
多
く
得
た

よ
う
な
気
が
す
る
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う

な
友
人
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

　
最
後
に
今
回
こ
の
よ
う
な
形
で
成
人
を
む

か
え
て
の
自
分
の
気
持
ち
を
整
理
で
き
た
こ

と
は
非
常
に
有
意
義
で
あ
っ
た
し
、
逆
に
言

う
と
こ
う
い
う
機
会
で
も
な
い
限
り
自
分
の

こ
と
を
省
み
る
こ
と
は
な
か
な
か
な
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
こ
う
や
っ
て
文
章
化
す

る
こ
と
に
よ
り
、
日
々
惰
性
で
生
活
し
が
ち

な
自
分
を
戒
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
成
人
し

た
と
い
っ
て
も
こ
れ
か
ら
の
人
生
は
ま
だ
ま

だ
長
い
。
こ
の
よ
う
に
自
己
を
振
り
返
っ
た

り
す
る
機
会
も
少
な
く
な
い
と
思
う
の
で
、

迷
っ
て
も
い
い
か
ら
自
分
な
り
の
答
え
を
出

し
て
、
そ
れ
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
よ
う

に
心
が
け
た
い
。 

交
通
安
全
宣
言
を
さ
れ
た 

　
　
　
　
　
滝
谷
祐
希
さ
ん（
庄
川
町
青
島
） 

　 

       

　 こ
れ
か
ら
の
抱
負
・
・
・
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
人

と
出
会
っ
て
、
自
分
を
成
長
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

ご
両
親
に
ひ
と
言
・
・
・
こ
れ
か
ら
は
、
自
立
で
き

る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。 

市
長
か
ら
記
念
品
を
受
け
取
っ
た 

　
　
　
　
　
加
藤
和
葉
さ
ん（
苗
加
） 

　 

       

　 こ
れ
か
ら
の
抱
負
・
・
・
成
人
し
た
大
人
と
し
て
、

自
己
成
長
に
努
め
た
い
。
も
っ
と
自
分
自
身
を
高
め

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

ご
両
親
に
ひ
と
言
・
・
・
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
自
立
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　 
 
　 

～柴田めさをさん(狐島)～ 
　１月19日に、満100歳を迎えられた柴田めさを 
さん（明治38年1月19日生）のお祝いが、ご自宅
で行われ、市長よりお祝い状と記念品が贈られました。 
　柴田さんは、戦時中の食料不足の中、自宅で農業
に従事。編み物が好きで農閑期には、内職をされて
いたそうです。長寿の秘訣は好き嫌いなく食事をと
ることと早寝早起き。現在は大変お元気で、大相撲
が大好きだそうです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～森川サダさん(庄川町金屋)～ 
　12月21日に、満100歳を迎えられた森川サダさ
ん（明治37年12月21日生）のお祝いが、介護老人
保健施設あかり苑で行われ、市長よりお祝い状と記
念品が贈られました。 
　森川さんは、大変料理がお上手で、正月に集るお
孫さんたちにも喜ばれていたそうです。また、満州
での生活もご経験されています。現在は車椅子の生
活であるものの、お元気です。 



新市誕生記念 

2005となみチューリップフェア 2005となみチューリップフェア 

業務内容　物産店販売員、駐車場整理、入場券販売及び 
　　　　　改札など 
従事期間　４月22日（金）～５月５日（木・祝） 
　　　　　午前８時30分～午後６時 
　　　　　※日程は相談に応じます。（日祝日のみも可） 
給　　与　日給【駐車場】7,800円 【その他】7,300円 
　　　　 （いずれも税込）食事付き（交通費はありません） 
募集期限　定員になり次第、締め切らせていただきます 
問 合 せ　フラワーランドとなみ　　　32-9911

2005.2

新市誕生記念 

2005となみチューリップフェア 2005となみチューリップフェア 

●プレイプレイベンベント 4/15～4/21 

 

 

●セカンセカンドイドイベンベント 5/6～5/8

●プレイベント 4/15～4/21 

 

 

●セカンドイベント 5/6～5/8

本イベント 
4/22～5/5

● フェアボランティア募集 ● 
応募要件　健康で花や緑に関心のある方のご協力をお願い 
　　　　　します。 
募集期限　３月15日（火） 

種　　　別 内　　　容 

● グリーンボランティア 
● クリーンボランティア 
● 観光ボランティア 
● 運営ボランティア 

● 花壇の管理など 
● 会場内の清掃など 
● 会場及び市内の観光案内など 
● 調査、改札、催事の補助など 

問合せ  （財）砺波市花と緑の財団（チュ－リップ四季彩館内） 
　　　　　   33-7716

● フェア催事参加者募集 ● 

催　　　事 内　　　容 

● 芸能発表 
 （4/22～5/5） 
● デコレーションパネルコンテスト 
（4/22～4/24） 
● タピ・ドゥ・フルーとなみ 
（4/23・24） 

● 公園の屋外ステージを開 
　 放します（郷土芸能など） 
● チューリップの花首を 
　 使ったアートコンテスト 
● チュ－リップの花びらで 
　 描く地上絵のコンテスト 

問合せ  （財）砺波市花と緑の財団（チュ－リップ四季彩館内） 
　　　　　   33-7716

　多くの市民の方に参加していただき、フェアを盛り上げてい
ただきたいと考えています。皆さんの参加をお待ちしています
。 

 「花の親善大使」として当市の観光PRキャンペーンなどで
活躍していただく、プリンセス（プリンス）チューリップ＆
プリンセスフラワーを募集します。 
応募資格　県内在住の18歳以上で明るくさわやかにPR活
　　　　　動できる方（高校生、現在他のミス等で活動中の
　　　　　方は除きます） 
応募方法　申込書（チューリップ四季彩館、フラワーランド
　　　　　となみにあります。）に必要事項を記入し、全身
　　　　　写真を同封して応募してください。 
応募締切　３月21日（月） 
審 査 日　第１次審査　　　　　３月27日（日）面接選考 
　　　　　オーディション本選　４月９日（土） 
　　　　　　　　　　　　　　　チューリップ四季彩館 
入選者賞　『プリンセス(プリンス)チューリップ』３名 
　　　　　『プリンセスフラワー』１名・・・賞金15万円と旅行券な
ど推薦者賞　入選者を推薦された方に賞金 １万円 
出場者賞　入選者以外の本選出場者に賞金１万円 
問 合 せ　フラワーランドとなみ　　　32-9911

● フェアアルバイト募集 ● 

皆さん
のご協力のおか

げで

“ま
た行って

みた
い”

と感じ
てもらえるので

す！

みんなでフェアを盛り上げよう！ みんなでフェアを盛り上げよう！ 
プリンセス（プリンス）チューリップ 
     ＆プリンセスフラワー募集 
プリンセス（プリンス）チューリップ 
     ＆プリンセスフラワー募集 

本イベント 
4/22～5/5

となみ野なみ野の春を彩る「となみなみチューリップフェア」。 

この花の楽園は楽園は、全国か全国から訪れ訪れる多くの皆さんの、 

楽しい思い思い出づ出づくりを演出演出します。 

ぜひあなたも、チューリップの花言葉花言葉 

「博愛博愛」「思い思いやり」の心で、 

演出演出のお手伝い手伝いをしてみませんかせんか。 

散居に広がる  花のまち 散居に広がる  花のまち 

となみ野の春を彩る「となみチューリップフェア」。 

この花の楽園は、全国から訪れる多くの皆さんの、 

楽しい思い出づくりを演出します。 

ぜひあなたも、チューリップの花言葉 

「博愛」「思いやり」の心で、 

演出のお手伝いをしてみませんか。 



    
第
５
回
と
な
み
野
散
居
村 

　
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集 

   

　
と
な
み
野
の「
散
居
村
」（
四
季
の
自
然
、

祭
り
、生
活
な
ど
）を
テ
ー
マ
に
し
た
作
品

を
募
集
し
ま
す
。（
見
事
、散
居
村
大
賞
に

輝
い
た
方
に
は
賞
金
20
万
円
！
） 

応
募
規
定
　
４
つ
切
り
フ
チ
有
と
し
、
未

発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。（
１
人
５
点
ま

で
）作
品
の
裏
面
に
、
応
募
票
を
添
付
の

上
、
応
募
く
だ
さ
い
。 

応
募
期
限
　
２
月
21
日（
月
）ま
で 

応
募
先
　
〒
9
3
9
ー
1
3
8
1 

　
　
　
　
砺
波
市
中
村
1
0
0
ー
1
 

（
財
）砺
波
市
花
と
緑
の
財
団 

　 

「
散
居
村
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」係 

ご
み
の
収
集
日
の
変
更
に 

　
　
　
　
　
つ
い
て
の
お
知
ら
せ 

  

○
不
燃
ゴ
ミ 

地
　
区  

出
町
市
街
地 

変
更
日  

２
月
11
日（
金
）
↓ 

15
日（
火
）

※
不
燃
ゴ
ミ
、
資
源
ゴ
ミ
と
も
に
、
３
月

　
以
降
は
通
常
ど
お
り
の
日
程
で
収
集
し

　
ま
す
。 

砺
波
市
奨
学
生
を
募
集 

  

　
有
用
な
人
材
育
成
の
た
め
、
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す
。 

対
象
　
市
内
在
住
の
方
で
、
高
校
・
大
学
・

大
学
院
・
専
修
学
校
に
在
学
ま
た
は
入
学

見
込
み
の
方 

奨
学
資
金
貸
与
額 

＊
高
校 

…
…
…
…
…
…
… 

１
万
円
／
月

＊
大
学
・
大
学
院
・
専
修
学
校 

    

…
…
…
…
…
…
…
…
… 

３
万
円
／
月

申
込
期
間
　
２
月
１
日（
火
）〜 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
月
18
日（
金
）

※
申
告
書
類
一
式
は
、
学
校
建
設
室（
砺

　
波
市
役
所
）お
よ
び
教
育
総
務
課（
庄
川

　
支
所
）に
あ
り
ま
す
。 

砺
波
消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ 

  

　
砺
波
消
防
署
で
は
、
市
民
及
び
各
種
団

体
に
煙
の
恐
ろ
し
さ
を
体
験
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
財
団
法
人
日
本
防
火
協
会
か
ら

の
助
成
対
象
事
業
に
よ
り
、
煙
体
験
ハ
ウ

ス
一
式
を
購
入
い
た
し
ま
し
た
。
災
害
時

は
煙
に
よ
り
視
界
が
悪
く
な
り
避
難
が
困

難
な
状
態
に
な
り
ま
す
。
こ
の
煙
体
験
ハ

ウ
ス
を
使
用
す
る
事
で
、
被
災
害
時
の
避

難
が
迅
速
に
で
き
る
よ
う
実
際
に
体
感
す

る
事
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
体
験
し
て
く

だ
さ
い
。 

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
砺
波
消
防
署
予
防

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

公
営
・
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の 

　
　
　
　
入
居
者
を
募
集
し
ま
す 
   

　
公
営
住
宅（
収
入
月
額
20
万
円
未
満
の

方
）、
特
定
公
共
賃
貸
住
宅（
収
入
月
額
20

万
円
以
上
の
方
）を
対
象
と
し
た
市
営
住

宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。（
詳
細
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
） 

入
居
資
格 

①
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族 

　
の
あ
る
方 

②
収
入
の
基
準
を
満
た
す
方 

③
住
宅
を
必
要
と
し
て
い
る
方 

申
込
期
間 

公
営
住
宅
　
２
月
１
日（
火
）〜
15
日（
火
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
つ
い
て
は
、
随
時

受
付
し
ま
す
。 

１７ 

金 の をご利用ください。 
年 前納制度 前納制度 

口座振替とあわせた１年前納がおトクです 

　「前納」制度は、前納を申し出た月からその年の年度末まで
の保険料をまとめて納める方法です。毎月納める手間が省け
るうえに割引がありおトクです。前納の納付期限は、前納す
る月の末日となります。 
　口座振替にすると、自動的に保険料が引き落とされるので
便利で安心です。 
　また今までは当月分を翌月末に引き落とすことになってい
ますが、平成17年４月からは（当月分を当月中に引き落とす
と保険料が割り引きされる）「口座振替割引制度」も始まります。

手続きは… 
　４月から口座振替を希望する方は、３月中旬までに ①年金
手帳（または納付案内書）②預金通帳 ③金融機関のお届け印
をご持参のうえ、希望する金融機関か社会保険事務所で手続

をしてください。詳しくは、社会保険事務所へお尋ねください。

　問合せ　富山社会保険事務局砺波事務所　　　　33-

市民課国保年金係　　　　　　　　 内線１３６　 
庄川支所市民福祉課　　　　　　　　８２-１９０２ 

くらしの情報 

砺波市役所　tel３３-１１１１・fax３３-５３２５ 

く
ら
し
・
行
政 

く
ら
し
・
行
政 

（
財
）砺
波
市
花
と
緑
の
財
団 

　
　
　
（
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
四
季
彩
館
内
） 

　
　
　
　
　
　
　
　  
　
３３ 

ー 

７
７
１
６ 

生
活
環
境
課
　
　
　
　
内
線
１
４
２
 

学
校
建
設
室
　
　
　
　
内
線
３
７
１
 

砺
波
消
防
署
　  

　
３３ 

ー 

０
１
１
９ 

都
市
整
備
課
　
　
　
内
線
２
４
３ 
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